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■IPO の動向 

ウーバーが 4 月 11 日に米証券取引委員会に提出した書類によると、公募売り出し株式数は

1 億 8000 万株で、既存株主から追加で売り出される 2700 万株と合わせ、合計 2 億 700 万

株。公募・売り出し株式の IPO 価格は、仮条件である 44～50 ドルの下限水準に近い 1 株

45 ドルに設定したが、10 日の初値はそれを下回る 42 ドル。すぐに 45 ドルを付けたものの

引けにかけて伸び悩み、41.57 ドルで取引を終了した。この日の終値から算出した時価総額

は 697 万ドル。今年最大の IPO だったが、上場前に期待された 1,000 億ドル規模には遠く

及ばなかった。 

ウーバーが展開するのは、自動車のライドシェアサービス。今後、消費者の意識は「所有」

から「共有」に意向すると言われるなか、話題性の大きさに市場の注目度は高かったが、そ

れとは裏腹に低調なスタートとなった。 

 

■話題性は抜群、アクティブ顧客数の伸びが売上に直結 

米国ではタクシーやハイヤーの台数が 2014 年でピークアウトする一方、ウーバーの登録台

数が増加傾向にある。タクシーなどの台数減少の原因は不明だが、ドライバーがウーバーへ

転向していることも一因にあるようだ。現時点ではウーバーもアプリ開発や人件費の拡大、

自動運転車の開発など投資に注力しており、営業損益は 30 億 3,300 万ドルの赤字（前期は

40 億 8,000 万ドルの赤字）を計上した。ただ、アクティブ顧客数が順調に伸び、18 年第 4

四半期で 9100 万人と、前年比で 33％増加。18 年 12 月期業績は、売上高が前期比 42％増

の 112 億 7,000 万ドルと拡大している。市場は 22 年ごろにも黒字化するとみている。 
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■同業のリフトなど競合に勢い 

同業のリフトが 3 月に上場した。リフトの事業エリアはグローバルに展開するウーバー

と違って北米が中心で、ウーバーは宅配事業も展開するなど両社は異なる面も多いが、ウー

バーが女性社員に対するセクハラなど様々な問題の表面化でユーザー離れも起こす中、リ

フトがシェアを奪いつつある。成長率もリフトの売上高は 18 年 12 月期で前年比 2 倍の 21

億 5,700 万ドルで、ウーバーの 112.7 億ドルと比較すると規模は小さいが、売上高成長率は

リフトが上回る。ただ、ライドシェア市場自体の拡大が期待される中で、ウーバーもリフト

も、今後の高い成長が期待される。 

 

■宅配事業も強み 

話題性からライドシェア事業だけに目が向きやすいが、ウーバーは宅配事業（Uber Eats）

も高い成長率を誇る。ライドシェア事業の売上高は 17 年 12 月期の 68 億 8,800 万ドルから

91 億 8,200 万ドルと前年比 33％増だったが、宅配事業は前年比 2.5 倍の 14 億 6,000 万ド

ルと急拡大している。全米 1 位のシェアを誇るフードデリバリー企業のグラブハブを上回

る規模だ。この宅配事業もライドシェア事業と同様に、一般ドライバーが自分の自転車や原

付バイクなどで配達するもので、シェアリングエコノミーのひとつ。日本のように人を自家

用車で運ぶのは「白タク行為」として違法となるが、そうした国でもフード系であれば規制

を受けないため、ライドシェア事業よりも多くの地域で展開が可能になる。 
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■会社概要 

2009 年に設立。ライドシェアと宅配事業を展開しており、ライドシェア事業では最大手。

登録ドライバーは 7,500 万人以上。ライドシェアはスマートデバイスアプリで目的地を入

力するだけで近くを走る自動車が乗せてくれるサービスで、ウーバーは北米の他、中南米や



欧州で事業を展開しており、世界 80 カ国以上で利用できる。ライドシェアは自動車を持た

ないが必要な人、自動車を持つが利用していない人の双方がメリットを受けられる。消費者

意識は「所有」から「共有」の時代とされ、ウーバーの資料によればライドシェアを含めた

シェアリングエコノミーの市場規模は 2025 年に 3,350 億ドル（15 年は 150 億ドル）に拡

大すると見込まれている。 
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